

















薬 ~主t斗b 博 士
第 740 6 τE玉コ
昭和 61 年 7 月 30 日



















log(A]。に対する logD' は直線関係を示した。直線の勾配からイオン対に対する溶媒和数 n ，切片か
らイオン対形成の平衡定数Kc' を求めることができるO
Kc' を比較することにより抽出溶媒の選択が可能である。 1 M 1 ーオクタノール シクロヘキサン









logD' はアルキル基(R = C H 3--R = C 7 H 15) の炭素数の増加に従って直線的に増加した。 logD'
は相間移行にともなう標準自由エネルギ一変化に比例する値となるから，直線の勾配はメチレン基一個
当りの相間移行にともなう自由エネルギ一変化を示すことになる。この値は油水分配係数に対するメチ
レン基の寄与と定義されlog F CH 2 で表される。 log F CH 2の実測値はシクロヘキサン中 1 ーオクタ
ノールが 1M の系では， 0.66となり，従ってム(ムG)CH z は910cal/mol となる。















により， Case 1 , II , mの三種のモデルが考えられている。




実験に用いた23種の CHイオン対について ， E. coli と s.αureusに対する抗菌活性 (l/E叩 9) を測
定し， logD' との関係をHansch らの方法に従って解析した。
E. coliに対する log 1 /Ec仰は， 1ogD' に関する二次式で表わすことができるのに対し， s.αureus 
の場合は，一次式となり抗菌活性も若干弱いことがわかった。
E. coliに対し抗菌活性が極大となるlogD' すなわち至適油水分配係数の対数値log Do' は1.59 となり，
その抗菌活性は通常使用されている CH -digluconate の約 5 倍の強さを有することがわかった。極大
点に近いイオン対は，サリチル酸，カプロン酸， p- クロルベンゼンスルホン酸とのイオン対に相当す
る。










にした。また抗菌活性の対数と油水分配係数との聞にも E. coliに対しては二次的な， S.αureus に対し
ては一次的な関係のあることを明らかにし，油水分配係数の改善によって抗菌活性の顕著に増大するこ
とを示した。
以上の成果により本論文は十分博士論文に価すると認定された。
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